
 

 

 

月例報告書

留学のまとめ

みなさん、こんにちは。５月のフランスではすっかり春の陽気となり、少し暑さを感じ

る季節となりました。留学の期間も最終月となり、寂しさを感じています。日本へは６

月の初旬ごろに戻ります。今回は留学のまとめと訪れたところについて綴りたいと思い

ます。

今回の留学で学んだこと 

・語学力

正直、留学に来る前はほとんど話す・聞くという点では０に近かったフランス語も最初に比べ

ると、できるようになったと思います。授業で先生の急な質問にも自分の言葉で返したり、感

想を簡単ではありますが伝えたりすることができました。授業は全編フランス語だったため、

初期の頃は意味を理解するのに時間がかかりましたが、今は完璧ではないかもしれませんがす

ぐに理解することができました。まだまだ会話をするには語彙力や文法が足りていないなと自

分で思うところもありますが、ちょっとずつフランス語がわかるようになる感覚はとても楽し

かったし、うまく伝えられた時の喜びは忘れられません。これからもフランス語の勉強を続け

ていきたいと思っています。 

・視野が広がる

日本で生活をしていると気づけなかったことがたくさんあります。 

特に衛生観念、人々の生活文化、暮らしと宗教のつながりを私は感じました。衛生観念でいう

とトイレの清潔さ、道路のタバコの吸い殻、キッチンの使い方などです。日本は特に綺麗なの

だと様々な地域を訪れて感じました。印象的だったことは、学校のトイレの水が流れず焦って

いた時に先生にどうしたらいいか聞いたら、「そのままで大丈夫だよ」と言われたことです。

流れないことが日常茶飯事で、かつ流れなくても大丈夫という感覚は私にはない感覚でした。

留学に行く前と後では許容できる部分が広がったと思います。 

人々の生活文化の点では、時間の使い方です。毎回授業に時間通りくる生徒はほぼ日本人でし

た。授業が始まってからくる人々が多く、雨の日だとくる人が極端に少なくなります。お店も

日曜日はお休みで、夜は 22時ごろまで暗くならないので 1日が長いです。街に出かけると平

日なのにたくさん人がいたり、レストランでワインを飲んでいる人もいたりして衝撃でした。

列車やお店の開く時間もルーズで時間通りにこないことや、逆に早く出発してしまうこと多か

ったです。いろんな意味での時間の使い方や捉え方が日本とは異なっていて最初は戸惑いまし

たが、慣れていきました。自分の時間を大事にしているので、充実している人がたくさんいて

これまでパツパツに授業やバイト、サークルを入れてきた自分の生き方との違いを感じ、余裕

を持つ生活も素敵だなと思いました。 



暮らしと宗教の点では、教会や街にいる人々から特に感じることがありました。一つの町に一

つは教会があり、毎週お祈りをして、食事や休日も宗教に影響を受けているところは日本で

生活していると感じることできなかったと思います。宗教だけではないですが、バスや電車

に乗ると様々な肌の色の人や国籍、宗教の人がいて私はフランスで外国人であるけれど、強

く自分が外国人であることを感じさせられることは少なかったです。これまで教育を受けて

きた中で、世界にはいろんな人がいてそれぞれ文化があり、多文化共生のためには他の文化

を尊重することや理解することが重要と学んできました。今回フランスで過ごしてみて日本

は宗教色も強くなく、見た目から日本人だなとわかる人々が多いことを改めて感じ、自分と

違うアイデンティティを持つ人々と暮らしていくことは難しくないし、違うからといってそ

れを特に特別視する必要もなく、受け入れることができてしまえば意外と自分と違うことを

意識しすぎることもないと思います。多文化共生は教科書や授業で何度も考えてきたテーマ

でしたが、実際に海外で暮らしてみて実感し考えさせられました。もっと広いところで言う

と服装や髪型も自分の好きなようにする人が多く、周りの目を気にしないスタイルなので無

意識に人の目を気にすることがあるけれど、自分は自分だし、人は人だしと割り切ることも

必要なのかもしれないです。 

ルーアン

5月初旬にルーアン大聖堂に行ってきました。この大聖堂はモネが連作として 30作品ほど描か

れた建築物で留学前からずっと行ってみたいと思っていたところでした。以前オルセー美術館

に行った時に、３作品を実際に鑑賞していたので、実物を見ることができてとても感動しまし

た。建築物自体はとても大きく、それでいて細かい彫刻が施されています。フランボワイヤ

ン・ゴシック建築が用いられており、火炎を思わせる華麗な曲線は圧巻でした。中はステンド

グラスが印象的で、ジャンヌダルクが描かれています。バラ窓はシンプルで他の装飾と対比さ

れているようでした。モネが時間帯や天候などによって変えてこの一つの建物を観察し多くの

作品を残した理由が行ってみてよく理解できたし、その繊細な彫刻がもたらす光と影を表現す

る豊かな方法の凄さを感じることができました。 


